
『
古
事
記
』
の
歌
謡

『
古
事
記
』
と
い
え
ば
、
神
話
や
天
皇
の

話
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
歌
も

首
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

112

『
万
葉
集
』
の
巻
一
は

首
で
す
か
ら
、

84

『
古
事
記
』
の
歌
だ
け
で
一
巻
に
で
き
そ
う

な
く
ら
い
の
分
量
で
す
。

『
古
事
記
』
上
・
中
・
下
の
三
巻
の
う
ち
、

神
話
を
ま
と
め
た
上
巻
に
も
、
８
首
の
歌
が

入
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
歌
は
、
ヤ
マ
タ
ノ

ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
が
宮
を
作

り
、ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
す
る
際
の
歌
で

す
。「
八
雲
立
つ

出
雲
八
重
垣

妻
籠
み

つ
ま

ご

に

八
重
垣
作
る

そ
の
八
重
垣
を
」
。
大

切
な
妻
を
籠
も
ら
せ
る
宮
が
、
多
く
の
垣
に

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
歌
う
も
の
で
す
。
繰

り
返
し
が
多
く
覚
え
や
す
い
歌
で
す
ね
。

『
古
今
和
歌
集
』
に
「
す
さ
の
を
の
み
こ
と

よ
り
ぞ
、
み
そ
も
じ
あ
ま
り
ひ
と
も
じ
は
よ

み
け
る
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、

音
に
な

31

っ
て
い
ま
す
。

『
万
葉
集
』
と
同
じ
く
奈
良
時
代
成
立
の

『
古
事
記
』
も
、
漢
字
ば
か
り
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
漢
文
の
よ
う
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
歌
に
つ
い
て
は
一
字
一
音
の
い
わ
ゆ
る

「
万
葉
仮
名
」
表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
夜
久
毛
多
都

伊
豆
毛
夜
幣
賀
岐

や

く

も

た

つ

い

づ

も

や

へ

が

き

都

麻

碁

微

爾

夜

幣

賀

岐

都

久

流

つ

ま

ご

み

に

や

へ

が

き

つ

く

る

曽
能
夜
幣
賀
岐
袁
」
。
す
べ
て
音
を
表
す
た

そ

の

や

へ

が

き

を

め
、「
夜
」「
久
し
い
」
な
ど
の
意
味
は
含
み

よ
る

ま
せ
ん
。

正
格
漢
文
を
目
指
し
て
書
か
れ
て
い
る
、

と
い
わ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
で
も
、
歌
は
仮

名
で
書
か
れ
ま
す
。
「
夜
句
茂
多
兔

や

く

も

た

つ

伊
弩
毛
夜
覇
餓
岐

兔
磨
語
味
爾

い

づ

も

や

へ

が

き

つ

ま

ご

み

に

夜
覇
餓
枳
都
倶
盧

贈
廼
夜
覇
餓
岐
廻
」
。

や

へ

が

き

つ

く

る

そ

の

や

へ

が

き

を

『
古
事
記
』
と
同
じ
歌
で
す
が
、
使
っ
て
い

る
文
字
が
違
い
ま
す
ね
。
中
国
的
な
発
音
の

反
映
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
こ
の
歌

の
最
後
の
「
廻
」
は
「
ゑ
」
の
仮
名
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
「
を
」
の
仮
名
で
あ

る
と
い
う
論
が
出
て
い
ま
す
。
）

漢
字
で
音
を
表
す
「
万
葉
仮
名
」
は
、

『
万
葉
集
』
に
多
数
の
例
が
あ
る
た
め
そ
う

呼
ば
れ
ま
す
が
、
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書

紀
』
・
『
風
土
記
』
の
歌
も
ほ
ぼ
す
べ
て
仮
名

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
歌
は
「
音
」

に
復
元
で
き
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
の
で

す
ね
。
ど
ん
な
歌
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
集
』
（
岩
波
日
本
古
典

文
学
大
系
）
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
ど
の
作

品
で
ど
の
よ
う
な
万
葉
仮
名
が
使
わ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
は
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』
の
巻
末
に
一
覧
表
が
あ
り
ま
す
。

『
古
事
記
』
は
神
・
天
皇
の
物
語
で
あ
り
、

歌
は
そ
の
一
部
で
す
が
、
物
語
の
中
に
出
て

く
る
歌
は
登
場
人
物
の
声
と
し
て
臨
場
感

た
っ
ぷ
り
に
響
き
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
と

も
に
歌
を
味
わ
う
、と
い
う
点
で
は
原
文
で

は
な
く
書
き
下
し
文
で
よ
む
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
西
宮
一
民
『
古
事
記
』
（
新

潮
日
本
古
典
集
成
）
や
、
次
田
真
幸
『
古
事

記
全
訳
注
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
が
読
み

や
す
く
、
注
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

『
古
事
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
天
武
天
皇
・

元
明
天
皇
の
時
代
は
、『
万
葉
集
』
の
時
代

と
も
重
な
り
ま
す
。
同
じ
歌
や
、
類
似
し
た

語
句
な
ど
、
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
面
白
い

で
す
し
、
『
万
葉
集
』
に
は
な
い
物
語
に
即

し
た
歌
と
い
う
の
も
魅
力
で
す
。

（
主
任
研
究
員

阪
口
由
佳
）

新
着
図
書
案
内

☆
女
た
ち
の
壬
申
の
乱

（
水
谷
千
秋
／
文
春
新
書
）

☆
六
国
史

―
日
本
書
紀
に
始
ま
る

古
代
の
「
正
史
」

（
遠
藤
慶
太
／
中
公
新
書
）

☆
奈
良
平
安
時
代
史
の
諸
問
題

（
木
本
好
信
／
和
泉
書
院
）

☆
万
葉
を
楽
し
む

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
論
集
20

（
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
／
笠
間
書
院
）

☆
洛
中
洛
外

春
夏
編

秋
冬
編

（
安
野
光
雅
／
産
経
新
聞
出
版
）

開
館
時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
―
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）
・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。
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